
浅野︓改めまして、浅野でございます。本⽇は決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがと

うございます。2023 年度第 2 四半期の業績概要についてご説明いたします。 

スライド 3 にお進みください。上期の実績のエグゼクティブサマリーです。

売上⾼は、前年⽐ 109%の 2,126 億円、営業利益は前年⽐ 102%の 338 億円で増収増益。売上

⾼、営業利益とも過去最⾼を達成いたしました。 

営業利益の伸びが低いように⾒えますが、これは昨年度の第 2 四半期に⽕災補償⾦ 19 億円の収益

があったためで、これを除くと、営業利益は前年⽐ 108.2%となります。 

中国ですが、第 1 四半期は代理店需要が低調でありましたが、第 2 四半期は機器・試薬とも⼤幅

に需要を回復し、伸⻑いたしました。 

海外地域は、ヘマトロジー・尿を中⼼に売上が堅調で、円安効果も加わり、全地域で増収。現地通

貨ベースでも、⽶州、中国、AP で増収となりました。 

販管費等は、経費抑制に努めたものの、直販地域拡⼤に伴う⼈員増、インフレや⼈的資本強化のた

めの⼈件費増、デジタル化関係の費⽤の償却開始に加え、円安により海外地域の販管費が、円ベー

スにすると増加してしまうということもありまして、対前年⽐ 118%となりました。



計画に対しては、売上⾼は 73 億円の未達、海外での激しいインフレの影響はサービスコストにも

影響を与え、販管費等は可能な限り抑制・効率化を図ったものの、営業利益は 61 億円の未達でし

た。 

通期の業績予測ですが、売上⾼、営業利益とも期初計画の達成を⾒込みます。為替レートは、上期

実績および為替動向を踏まえ、想定為替レートを変更いたします。その円安効果に加え、XR シリ

ーズなどの新製品の海外地域での導⼊、さらに原価率改善を⾏うことによって実現したいと思いま

す。そして、さらに上期から進めております不採算事業の⾒直しの効果も⼀部期待できるため、計

画達成を⾒込んでおります。 

詳細につきましては、以降の説明でご説明いたします。 

 

 

2023 年度第 2 四半期決算の概要です。スライド 5 をお願いいたします。 

上期の決算の総括です。売上⾼はヘマトロジー・尿分野を中⼼に堅調な伸⻑が⾒られ、先に申し上

げた通り、前年に対し、売上⾼ 109.6%、2,126 億円。これを受け営業利益も増益となり、

102%、338 億円となりました。 



昨年度のその他の営業損益に含まれております、⽕災補償⾦ 19 億円を除くと、営業利益は対前年

108.2%になります。 

四半期利益につきましては、営業利益は増益でございましたが、トルコリラや、ブラジルレアルな

どの通貨の⼤幅下落による為替差益の減少や、法⼈税などの増加もあり、対前年減益となりまし

た。 

 

スライド 6 をお願いいたします。このスライドは単四半期の推移を⽰しております。 

第 2 四半期は、第 1 四半期に⽐べ、中国の回復および各地域で⾼い伸⻑が⾒られ、売上は 23.1%

伸⻑いたしました。販管費、研究開発費の適切なコントロールも実施したため、営業利益が⼤幅に

改善しました。 

 



 

スライド 7 へお進みください。売上⾼の事業別、分野別増減要因です。 

ヘマトロジー分野は、新しいフラグシップモデルである XR シリーズの導⼊効果や、機器更新需要

ならびに新興国での需要増により、⼤幅に伸⻑いたしました。尿分野は、⽶州、中国を中⼼に⾼い

伸⻑を達成いたしました。 

免疫分野は、COVID-19 検査需要の減少により微減となりました。⾎液凝固分野は微増にとどま

りましたが、次年度からの相互 OEM 供給に向けた準備は着実に進捗いたしました。 



 

スライド 8 へお進みください。売上⾼の地域別・品⽬別増減要因です。 

⽶州、中国、AP が現地通貨ベースで、それぞれ 108.2%、111.8%、114.4%と⼤幅伸⻑し、グ

ループの成⻑を牽引いたしました。EMEA は特殊要因もあり、現地通貨ベースでは横ばいでした

が、円安の効果もあり、円ベースでは 2 桁成⻑に近い成⻑となりました。⽇本は残念ながら減収と

なりました。 

総じて売上は順調に推移しております。各地域の内容については、次のスライド以降でご説明いた

します。 



 

スライド 9 にお進みください。 

まず、⽶州でございますが、機器・試薬ともに⼤幅な増収となりました。ブラジルの販売体制の強

化により、中南⽶でヘマトロジー・尿分野が伸⻑。また北⽶においても、機器更新需要の獲得など

があり、ヘマトロジー・尿分野が堅調に伸⻑いたしました。 

 



次、スライド 10 にお進みください。次に EMEA です。 

サウジアラビアやスペインなど、直販化に移⾏した国を中⼼に売上が伸⻑するも、ロシア、あるい

は COVID-19 関連検査試薬の売上減などの特殊要因により、現地通貨ベースで対前年同等の実績

となりました。ちなみに、この特殊要因を除くと、現地通貨ベースでは 5.9%の伸⻑となり、ビジ

ネスとしては堅調に推移しております。 

 

スライド 11 にお進みください。アジアパシフィックです。 

機器・試薬ともに⼆桁増収でした。インド・韓国・オーストラリアで、ヘマトロジー・尿分野が⼤

幅に伸⻑し、また、インドネシアを中⼼に免疫分野が好調でした。 



 

スライド 12 にお進みください。⽇本です。 

機器は、XR シリーズや BT-50 が好評で、増収を達成いたしました。試薬は、COVID-19 関連検

査需要の減少により減収となりました。 

メディカルロボット事業、hinotori ですが、7 ⽉ 18 ⽇にバージョンアップモデルの販売を開始し

ました。上期の実績は 4 台で、上期末で累計 39 台ですが、10 ⽉に期ずれしたものがございまし

て、10 ⽉末時点で累計 41 台の設置となっております。症例数も順調に伸び、9 ⽉末時点、上期末

時点で 2,500 症例を突破いたしました。 

また、シンガポールでも許認可を取得しました。海外展開の第 1 号となります。 



 

スライド 13 にお進みください。最後に中国です。 

第 1 四半期は、代理店需要が低調でありましたが、第 2 四半期は回復し、上期累計では⼆桁増収

を達成いたしました。機器につきましても、現地⽣産品の上市により、ヘマトロジーで⼆桁の伸⻑

が⾒られております。腐敗防⽌運動などの影響は皆無ではございませんが、現在のところ、軽微な

範囲にとどまっております。 



 

中国市場の諸課題とその対応策を次のスライドにまとめました。 

スライド 14 にお進みください。当社の中国市場への対応について改めてまとめました。 

中国市場は、景気減速等の懸念があるものの、⾼齢化社会の進展、医療レベルの引上げ、そのため

の千県⼯程と呼ばれる、2 級病院を 3 級病院へアップグレードする施策の推進など、ヘルスケア事

業は引き続き旺盛と考えています。 

この市場に対し、ここにお⽰ししているような諸課題がありますが、当社はこれらについて対応し

てまいりました。まず、政府調達⽅針、国産優遇政策ですが、機器の⽣産移管を進めており、既に

6 機種が移管済み。今期中には新たに 3 機種が移管完了予定で、ヘマトロジー分野の機器は上期で

既に販売台数に占める現地⽣産品⽐率が 70%まで伸⻑いたしました。 

次に、集中購買への対応ですが、⼀部直接販売・サービスへシフトいたします。また、試薬の⾃社

化を推進し、価格競争⼒も向上させます。 

腐敗防⽌運動ですが、⼊札案件の遅れが⼀部に⾒られたようですが、当社への売上影響は軽微でし

た。また、⻑期的には市場での公正な競争が促進されて、当社にはメリットがあると考えていま

す。 



最後に競合の台頭でございますが、現在競合優位性を持つ商品の開発を進めております。今後も

様々な環境変化があるかもしれませんが、それらに対して柔軟かつ迅速に対応してまいりたいと思

います。 

 

次のスライド 15 に、参考情報として、中国におけるノックダウン⽣産の移管状況を⽰しておりま

す。またご参照ください。 



 

では続きまして、スライド 16 にお進みください。営業利益の増減要因でございます。 

対前年実績に対し、増収による粗利の増加があったものの、原価率変動による影響が 4 億円ありま

した。輸送費⾼騰の緩和や、プロダクトミックスによる改善がありましたが、インフレによるサー

ビスコストの増加や、製品等の原価の悪化などマイナス要因もありました。 

販管費については、直販化に伴う⼈員強化、⼈員増に加え、インフレや販売促進活動による経費の

増加もあり、55.1 億円のマイナス影響でした。 

研究開発費の増加はコントロールしたものの、デジタル化関係費⽤の増加などがあり、為替影響を

加味しても微増にとどまりました。ただし、先ほども申し上げましたように、前年同期の⽕災補償

⾦を除くと 25.7 億円の増加となっております。 



 

次のスライド 17 にお進みください。連結財政状態計算書の増減要因でございます。 

棚卸資産や有形固定資産の増加はありますが、健全な状態と考えております。 

 

次のスライド 18 にお進みください。キャッシュフローの推移です。 



営業キャッシュフローは増加するも、積極的な社内デジタル化への投資および配当の増額により、

現⾦が若⼲減少いたしました。 

 

次に当社成⻑戦略と上期の主なトピックスについてご説明申し上げます。スライド 20、お願いい

たします。 

5 ⽉に発表いたしました、新経営戦略において、本中計における重点的な取り組みは次の三つ。新

興国戦略、既存事業の強化、新規事業の拡⼤であります。 

新興国戦略では、まずインドでの⽣産⼯場の建設に着⼿いたしました。⼯事は順調に進んでおりま

して、2024 年度に稼働予定です。中南⽶市場では、ブラジルを中⼼に、Roche とともに販売活動

を強化しており、このたびカスタマートレーニングセンターをブラジルに開設いたしました。 

中東では昨年度、直販化を開始したサウジアラビアの体制が整い、本格的な販売を開始いたしまし

た。 

以上のように、インドをはじめとするグローバルサウスの成⻑を取り組む活動を加速しておりま

す。新興国市場が成⻑すれば、当社の地域バランスはより多様性を増すことになります。 



⼆つ⽬は、既存事業の強化です。免疫分野ですが、富⼠レビオ様との協業に合意いたしました。今

年度中に具体的な活動に進む予定です。また、アルツハイマー病検査は⽇本で発売を開始し、⽶国

の⼤⼿検査センター、Labcorp にも LDT ⽤として供給を開始いたしました。 

⾎液凝固分野ですが、次年度からの欧⽶での発売に向けて順調に準備を進めており、⾮常に期待が

持てます。 

三つ⽬の新規事業については、⼀昨⽇発表させていただきましたが、ＪＣＲファーマ様との合弁会

社である、AlliedCel 社が JUNTEN BIO 様から、再⽣医療製品に関する製造および販売のライセン

スを取得しました。本製品は、移植時に免疫抑制剤からの離脱や低減を⽬指すもので、画期的な薬

剤です。治験も順調に進んでいるとお聞きしており、2026 年 3 ⽉期には薬事申請を⾏う予定で

す。再⽣細胞医療の事業も予定より、想定よりも早く進む可能性があります。 

以上のような形で、成⻑戦略に対する布⽯は着実に打てております。 

 

次のスライド 24 にお進みください。サステナビリティ経営の推進、⼈的資本への投資強化への取

り組みについてご説明します。 

まず、昨⽇発表いたしました、従業員向け信託型株式報酬制度（ESOP）を導⼊いたします。これ

は、報酬の⼀部を株式で⽀払うもので、従業員の企業価値向上へのモチベーションとなります。



2024 年からは、海外⼦会社の特定キーポジションを対象として、2025 年からは国内外のグルー

プキーポジションに展開する予定です。そのために、市場より、ここにお⽰ししている内容で、当

社株式を調達いたします。 

⼆つ⽬は、⼈的資本情報開⽰ガイドライン、ISO30414 の認証取得です。これは⽇本をはじめ、

アジアの製造業では初めての認証取得となります。⼈的資本に関する透明性のある情報開⽰を通じ

て、ステークホルダーの皆様との対話を充実させてまいります。 

 

次に、2023 年度の通期⾒通しについてご説明いたします。スライド 26 にお進みください。 

まず下期の取り組みです。 

新製品は、ヘマトロジーの XR シリーズならびに精度管理などの⾃動化が可能な周辺モジュールで

あります BT-50 が、EMEA、AP、中国市場に導⼊されます。また、中国市場においては、免疫試

薬 58 項⽬が本格的に導⼊されます。 

次に原価ですが、輸送費⾼騰の改善や試薬原材料の⾃社化、機器・試薬の売上伸⻑に伴う増産効果

などが期待できます。また、これだけのインフレですので、価格転嫁についても促進していきたい

というふうに思っております。 



さらに、事業・研究開発の再整理ということで、不採算事業につきましては、上期から改善の検討

を進めており、優先順位付けを明確化して、全体として効率化を図りたいと思います。 

そして為替ですが、円安によるフォローウインドも期待できます。 

 

スライド 27 にお進みください。 

以上の取り組みにより、上期のビハインドはリカバーしたいというふうに考えております。通期の

業績⾒通しは、期初公開のままに据え置きます。なお、2023 年度下期における想定為替レート

は、円安⽅向に修正し、ドルは 133 円から 145 円に、ユーロは 143 円から 155 円に、⼈⺠元は

19.2 円から 20 円に⾒直しました。通期ではそれぞれ 143 円、154.2 円、19.9 円となります。 

また、上期の実績に基づいて、原価、販管費、研究開発費のバランスも⾒直しております。 



 

スライド 28 にお進みください。 

配当につきまして、期初より変更がありません。 

以上でございます。ご清聴ありがとうございました。 

 

以上 


